
調査結果の紹介 

 

 

◎ 震災前とのくらしや考え方の変化には地域差がみられた 

・ 「節電」など、くらしの中で全国的に意識が高まっているものや、「備蓄」や「家族との時間」

など、被災地や都市部など地域によって意識に差異がある項目もみられた。 
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【問8-1】大震災前より節電するようになった

そうなった 以前からそうである そうなっていない 関心がない 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※ 以降、地域別グラフのパーセント分母はこのグラフに基づく
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【問8-5】災害に備え、水や食料などを備蓄するようになった

そうなった 以前からそうである そうなっていない 関心がない 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



・ 震災支援をはじめとした市民活動への参加意欲が出てきている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

59.8

58.9

60.7

46.7

56.7

54.2

56.9

60.8

59.3

62.7

56.9

57.9

59.0

39.0

53.9

49.5

52.4

55.3

53.5

56.0

54.7

61.5

40.5

50.3

54.5

49.0

55.0

56.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

助け合い活動や高齢者のための福祉的な分野

環境保全や、リサイクル・ゴミ問題に関わる分野

趣味や、サークルなどの楽しい会づくりの分野

★ 子育ての支援や交流、保育ボランティア分野

農業や食料について考えたり、産地見学する分野

★ 保障の見直しや年金についての学習会や講座

★ 生協商品の試食会や学習会

★ 食品の安全やくらしの安全を向上する分野

★ 食育や栄養・調理の技術を伝える分野

被災地での支援や、被災地を応援するための活動

【問12】市民活動への参加（経年比較）

2012年 （N=4080） 2009年 （N=4304） 2006年 （N=4254）

（単位：％）

※ 「被災地での支援や被災地を応援するための活動」という選択肢は2012年調査のみ。

※ 「生協の活動で参加したい」「生協以外の場で参加したい」「いずれでも機会があれば参加したい」を合計したもの

※ ★印は2009年調査よりも4ポイント以上増加している項目

 

 

 

 

 

 

 

 



◎ 食事は「手作り」だが「手早く」したい志向が強まった 
・ 「料理は素材から手作りにしたい」が 68％と高い一方、「料理は手早く済ませたいほうだ」

が 71％と、手作りにしたい志向と同時に、簡便性・利便性の志向も高かった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ややAに近いA に近い 

 
ややBに近い B に近い ※ 無回答を含まない割合 

食品にお金をかけたい
食品にはあまりお金をかけたくな

い

食品の買い物は毎日したい
食品の買い物を毎日はしたくな

い・できない

買い物は安いときにまとめ買いす

るほうだ

買い物は安くても必要な量以上

は買わないほうだ

サプリメント（健康補助食品など）

で栄養を補うことがよくある
サプリメントは利用しない8.6
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Aの考え Bの考え

料理に手間をかけたいほうだ

家族全員で毎日食事をしたい

料理は素材から手作りにしたい

料理は手早く済ませたいほうだ

食品の安全性は気にしないほう

だ

食事は個々の生活時間を尊重

したい

料理は加工品を利用したい

【問1】普段の生活について

多少高くても安全性の高い食品

を選びたいほうだ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◎生協への期待は「食品の安全性」だけでなく「便利」「低価格」にも寄せられている 

・ 生協に対して「安全」「安心」のイメージは変わらないが、「便利」「低価格」にも期待が寄せ

られている。 
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

食品の安全性をより強めること

食品の鮮度や商品の質の向上

食品の安全性の情報を提供すること

商品の品ぞろえの充実（楽しい売場、楽しい商品）

食品全体を今より低価格にすること

環境保全に配慮すること

組合員の意見が反映しやすいこと

生協の経営をより安定させること

介護サービス事業（高齢者・障害者）の充実をはかること

子育て支援や保育の充実

インターネットからの利用をしやすくすること

職員の応対マナーや商品知識の向上

共済を充実させる

大震災からの復興支援をすること

人と人とのネットワークづくり（情報や場所の提供など）

サービス事業（葬祭、旅行他）の充実

平和の推進やアピールなどをする活動

国際活動を推進すること（発展途上国支援など）

その他

無回答

【問22】生協に対する期待・要望（複数回答）

2012年 （N=4080）

2009年 （N=4304）

（単位：％）

※ 「国際活動を推進すること（発展途上国

支援など）」「大震災からの復興支援をす

ること」は2012年調査で新設された設問で

ある。

経年比較
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

健康やカロリーに配慮した食品や商品

便利さに着目した商品

これまで以上に低価格の商品

もっとおいしさにこだわった食品

もっと生産者の顔が見える商品

外国産も含めて品質など優れた原料を活用した商品

もっと環境に配慮した商品

もっと機能にこだわった食品や化粧品

発展途上国の支援になる商品

その他

無回答

【問19】生協の新商品開発において優先すべきと思うこと

2012年 （N=4080）

2009年 （N=4304）

親子の手作りなど食育支援につながるような視点に立った商品

 （単位：％）
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 2009年調査には「もっと生産者の顔が見える商品」という選択肢はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


